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地域社会と連携した体験型環境教育の試み
――初等中等教育と連携した人材育成を中心に（3）――
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1．はじめに

人類社会の持続的存続には，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向けて行動できる
人材の育成が必要である。その様な人材育成には，人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際
的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期
待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教育の10年」がス
タートした1）。さらに，日本では環境教育を推進し，国民の環境保全意識を高めることを目的
とした「環境保全活動・環境教育推進法」が2003年に成立した2）。現在，多くの教育現場では，
小学校～高校の「総合的な学習の時間」を活用した環境教育や各地域の NPO法人による環境
教育，大学と初等中等教育との連携による環境体験プログラムなど，様々な取り組みがなされ
てきている。
東海大学では，環境分野における文理融合型の人材育成および研究の向上を図り，その成果

を，積極的に地域・社会に還元することを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表してい 

る3）。教養学部人間環境学科自然環境課程は，この人材育成を実践するため，自然科学系と社
会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を設けている4，5）。この
人間環境領域では，人間環境に関わる様々な問題を，人文・社会・自然科学の枠にとらわれな
い広い視野から考え，問題解決に向けて行動できる人材の育成を目的に，実践的な環境教育プ
ログラムが用意されている4，5）。更に，大学院人間環境学研究科は，人間環境領域を基盤とし
ており，そのカリキュラムは人文・社会・自然科学にまたがる学際的な内容となっている。加
えて，理論系科目と実践系科目をバランスよく履修することが求められている4，5）。この特徴
的な環境教育プログラムは，2011年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会
21期提言の中で引用されるに至っている6）。
　こうした背景のもと，我々は，SPP（Science Partnership Program）やスーパーサイエン
スハイスクール（SSH）と連携した体験型環境教育プログラムを実施ししてきた7－13）。SPPは，
日本の科学技術の第一線で活躍する研究者・技術者の協力による実験・観察・体験を重視した
連携プログラムにより，科学技術の分野で活躍している人の熱意に触れる機会を充実すること
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を目的とした「連携教育プログラム」である14）。SSHとは「科学技術，理科・数学教育の開発
を重点的に行う高等学校」のことで，将来有能な科学技術系人材を育成する目的で定められた
制度である。理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や，大学や研究機関等と連携した効
果的な活動方法などについて，高等学校が独自の計画で研究開発に取り組むものである15）。
今回は，人間環境学科自然環境課程と人間環境学研究科，NPO法人東海大学地域環境ネッ

トワーク，秦野市くずはの家，湘南里川づくりみんなの会13，16，17）が秦野市立南小学校と連携
して実施した「湘南里川づくり生物観察会」について報告する。なお，「湘南里川づくり」と
は，湘南地域のふるさとの川である金目川水系の豊かな自然や文化，それらと調和したくらし
などを子孫に残すべき貴重な財産として，次世代を担う子どもたちに引き継いでいくため，源
流から下流に至る全流域を対象に，市民（湘南里川見守り隊）と行政の協働により清掃，植栽，
生き物観察会など河川の保全・活用を通じて，みんなに愛され親しまれる川づくり（里川づく
り）を推進する活動のことである13，16，17）。

2．実施概要

川の中に入った経験がない親が増え，川で遊ぶ子供たちの姿が少なくなって久しいが，川は
子供たちにとって貴重な環境教育・体験活動の場であることから，流域の子供たちと川との距
離を近づけるその第一歩とすることが，生物観察会を実施する目的である。学生にとっては，
企画段階から参加できる実践教育の場となる。「生物観察会」は，2011年 9 月17日（土）に実
施した（図 1～ 3）。なお，南小学校には前もって案内し，希望人数（小学生13名，保護者13
名）を把握し，実施内容を検討した。スケジュールは以下の表の通りである。

スケジュール

時刻 場所・内容

8：00 東海大学10号館集合（学生），準備，秦野市立南小学校へ向け出発

8：30 南小学校集合，受付準備

8：40 受付開始（出席確認），参加者誘導

8：50 バス内で事前説明

9：00 出発

9：15 くずはの家到着

9：30 河原到着，準備

9：35 採り方の説明，用具の準備

9：40 生き物採り開始（班ごとに分かれる）

10：20 生き物採り終了，片づけ

10：30 バスまで移動

10：45 バスに到着，工場・住宅地帯へ出発

11：00 工場・住宅地帯到着，河原まで移動

11：15 場所の説明（保護者・子ども達は安全な場所で観察）

11：35 バスへ戻る

11：45 東海大学へ向けて出発
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12：15 東海大学到着，各自お昼休み（学生は午後の部の準備）

13：00 教室に集合

13：10 座学の開始（高学年…水質のパックテスト・講義の実施・低学年…生き物観察）

13：50 教室の交替（高学年…生き物観察・低学年…水質のパックテスト・講義の実施）

14：30 終了，アンケートの配布・記入

14：50 アンケートの回収，バスへ誘導

15：00 南小学校へ向け出発

15：30 参加者解散

3．結果と今後の展望

図 4にも示したように，参加した子供達からは，楽しかったこととして，「川で魚やカニ，
虫を捕まえたこと」，「ハリガネムシが面白かった」，「色々な虫がいたこと」などがあげられた。
また，観察会を通して初めて知ったこととして，「川の中にいろいろな生き物がたくさんいる
こと」，「川の生き物が何を食べているのか」，「ハリガネムシやゲンゴロウなどの虫を初めて知
った」などがあげられた。参加した子供たち全員がまた川に入ってみたいと答えており，観察
会は効果的であったと考えられる。
加えて，保護者からは，「大学生が一生懸命で，その姿を子供に見せることができて良かっ
た」，「普段行けないところへ行け，学べないことを学ぶことができて良かった」，「身近な川の
生き物がいろいろわかった」などの声がよせられた。学生の教育の場としても充分機能したこ
とが伺える。
学生は，生物観察会の成果をポスターにまとめ，展示会で発表した。その成果をまとめたポ

スターは，一部を改変して図 1～ 4に示した。
以上のことから，生物観察会については，その目的が達成されたと考えられる。小学校との

連携の在り方や交通手段の確保，天候不順時の対応など課題は残るものの，このような生物観
察会は，児童の川に対する興味・関心を高め，学生の実践教育の場になることから，今後も継
続することが重要である。

成果の公表

本研究は，「地域社会と連携した体験型環境教育の試み－初等中等教育と連携した人材育成
を中心に（ 1）－」12）の成果を背景に実施しており，その成果の一部は，「地域社会と連携し
た体験型環境教育の試み－初等中等教育と連携した人材育成を中心に（ 2）－」13）に反映され
ている。また，成果をまとめた以下のポスター展示会を実施し，湘南里川づくりみんなの会の
ホームページにも掲載した。
① SOHUM「湘南里川づくり地域共生プロジェクト」ポスター展示会
　展示期間：2011年12月12日（月）～16日（金），展示時間： 9時00分～17時00分
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展示場所：東海大学湘南キャンパス（10号館 S－ PLAZA）
②「湘南里川づくりみんなの会」ホームページに掲載
　〈http://www.satokawa.com/koremade/koremade_20110917.html〉
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